家族システム理論の母親面接への応用―入所治療における母親面接事例の考察― by 本多 修 & Osamu Honda






An Application of Family Systems Theory to 
Mother Counseling From the Case of Mother Counseling 
on Residential Treatment 
Osamu Honda 
Department of Human Relations， Faculか ofLetters， 
Mukogal仰 Women'sUniversity， Nishinomiya 663， Japan 
The mother counseling on residential treatment of children has been considered through the 
case studies on the following 6 points of view. 
(l)The residential treatment is a treatment that separates a child from his family for some 
time. They are the roots of his symptom or problem behavior. It demands therefore its own 
theory that is different from outpatient treatment theory. 
(2)The residential treatment separates a child from his family and his home. It gives a child 
the field of a provisional growth， but also has the aim to go back the child to his home. This 
is paradoxical. 
(3) A mother counseling develops from mental conflicts of the moter of a patient herself. 
The conflict is composed of her sense of guilt or self -reproach， and rage. The sense of guilt 
or self-reproach is derived from the sense of a bad mother who has abandoned her child. 
The rage is derived from the thought that her child makes her the bad mother. 
(4) Under the conflicts， itmakes out the undesirable condition of transference to have 
mothers take the individual psychotherapy that treat them patients. 
(5) It is availavle that therapist cooperates with the mother considering genogram， and the 
life history of the patient and his mother herself. In this clinical work the concept of the 
Bowen. M. ， mu1tigeneration transmission process and the triangle， isemployed. 
(6) It is available that the therapist keeps some distance from transference， and that he does 
an objective and neutral therapeutic attitude. This therapeutic attitude has reduced the mother's 
anxiety， and given the change of family system. Bowen， M. explains that an interview only 























































Moは，朝sFaの事で一絡に祖母宅に行き Rを預けて母親のみ来院した. Rがl才学すぎてからは Rを








Fig. 1. The genogram of Y's extended family. 
(8)児童椴談所の総合所見と方針:新 K式による知的評価は，認知面 DQ=138， DA=9:11，言語笛










母親自身が磁援場面で諮った自らの生育史と Yの生育史を年代記として蒋構成した. Bowen， M. 6)は，
主訴の歴史，核家族や拡大家族の歴史のデータを収集することがFamily巳valuation(家族評倣)の震要なポイ
ントであるとしている.母親と Yの年代記を面接の中からまとめることは，両者を含む家族全体のシステムを
現在獲にすることである. (点は Moが諮った部接聞を示す. ) 
X1年 Mo，A家の第2子長女として主主まれる.
Mo'小さい待から，私だけ母親に庇ってもらえなかった.被f設がYを庇うのを見ると綾が立つ.今も扱母に























社に就職する. (10月)Mo'給料右翼Eられたし，霊祭生活で残業が多かったし 2ヵ月で疲れた・ J (#5) 
東京近県で八百屋兼薬局J苫にお手伝として住み込む.
Mo'冬休みだけで‘もということだったけど，問年代の娘にいびられたし，掃除，洗穣，風呂も全部した.大
H毎日に，美空ひばりを見て，母な思い出して泣いて，電話した・ J (#6) 








絡して彼が20才になった時に婚姻屈を出した・ J (#7). '妊娠5ヵ月ぐらいの時，会社のアパートが火事になり，
夫の実家に身を寄せた.実家借家)で食事をして，夜寝るのは義姉のアパートに同居させてもらう. 1ヵ月で
いろいろ嫌なことがあった.家族の食事を作ったり，義姉の洗濯もした. Yが生まれてから近くにアパートを
借りた.J (#32). 'Yの出産は 30分で生まれた.苦しい時にお母さんと叫んだと思う. 1週間で母乳が/:I:lなく
なった 本の通りにしなあかんと思っていた.姑と育て方の意見が合わなかった. 5分ぐらいの所に姑が居て，
小姑にもいろいろいびられた.J (#7) 





X20年 6月7月 MoがY宏引き取り保育所に入れる. 8月に祖母が再びO市に遼れて帰る. Mo'Yがそ
の墳のことを『僕が赤ちゃんの時，病気でやせて死にそうになっていたのを，おばあちゃんが迎えに来てくれて
助かっTこんや』とぎったので、びっくりしました・ J (#10) 
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X21年 10月 Moはもう l度Yを逮れ戻して夜だけの託児所のある活に勤める. 12月に家財道具を全部売
って O市に戻る. Mor被母がYのことを心配して毎日のように電話してくる.扱母から Yを取り上げて東京









た・J(#20) ， r yは『引っ越しを手伝いに来たお兄ちゃんがそのまま居るから変や思てた』とあとで言っていた.J
(拘)， 10月Mor保育所でYが『家にお兄ちゃんおるJと言うので，保母さんに『お児ちゃん違うでしょ』と
きわれた.それで‘ Y が『ボクお父さん言うてもし、 L 、か?~と主人に開いて，お父さんと喜子ぶようになった .J
(#20) 
X25年4Jl，現在の家(新築テラスハウス)に引越する.母方祖父母宅から少し離れる. yは小学校に入学.
Moは次子の妊娠を知り非常に不安定になる. 5月婚娘を届け，養子縁組もする. Mor絶対生んだら Yがひが
む，不良になる，生みたくない堕したいと思っていた.主人は子どもの欲しくない人やと盟、ったし欲しくない
と言っていたのに 2年たって変わった.J (#21)， r yは担任の女の先生にきつく叱られて，毎日のように居残
りさせられていた.入学後の 1週間でYが輪ゴムを他の子に投げ返して，担任に往復ピンタをされて 4時間立




る.出産時はsFとYが後で見ていた. Morその数日後に yが500円玉貯金を2万円滋って，近所の子と 2
人で分けて使っていた.退院してすぐに気付いた.産後でイライラしていたし，カッーとなり{情けなかったし，
Yに『あなたが渡した分を返してもらってきなさLサと叱った Yが奮いに行ったらその母親が怒鳴り込みに






















T. H.以来ストレスを評価‘する試みは 7)8) いろいろなされてきたが，子どもを取り巻く家族全体にかかるス
トレスの存在をより明確により可後的に把握しようとするのが，家族システム論の考え方に速がるのである.












時に東京に単身派i愛される. Moの家出の契機である. C家の後継ぎは， A~震とは全く奥っている. sF は自由
に育てられたと意識しており，継がされたという被害約な感情は見られない.祖母が綬澄を統括し，兄弟平等の
給与にしているのも特徴である.A家と C家の対象的なあり方を考える時に Moの再婚の意味についての仮







ような兄弟になって欲しいと力説する. C自身の兄弟関係の仲の良さを yとRにも期待している.入所後 1
年でYの退院を強く求める気持ちにも表われている.
3. Triangle (三角関係)における Fusion(融合)と Generatinalboundary (世代境界)




































































らないと怒っていたのに yは自分を裏切ってばかりいる.そう L、う被害感に満たされていたから yが母親
の愛情な求めていることに気づかなかったのである.
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